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目的

　近年,アジア諸国の学生における日本への就職希望が以前にも増して高まりつつあるが,日本から海外に向けてのインターンプログラムは充実しているとは言えず､職場
体験にとどまっているのが現状である。南三陸町では,将来的な移住を視野に入れ,職業体験のみならず,文化や食,人との交流に重点を置いた震災学習や産業体験,地域住
民との交流を活かしたプログラムを造成することで,インバウンド施策（観光交流）のもうひとつの手段として,インターンシップ受入プログラムの確立を目指す。それ
により,地域全体に交流力の醸成や地域連携の機運を高め,地域活性の手段としての交流事業を定着化させる。
　また,インターンシップ生の活動を通し､将来的な地域交流の架け橋となり得る人材のマッチングや､地域全体を学びのフィールドとして確立する。

内容

震災学習や産業体験，地域住民との交流を活かした南三陸型インターンシッププログラムの造成
・プロモーションイベント,誘致説明会の開催
・多言語対応パンフレット及びポスターの作成
・地域企業や産業団体・地域住民との協働におけるインターンシッププログラムの実施

計 10,000 5,000

事業の概要

　国外の学生及び留学生に対し，インターンシッププログラムを提供する本事業は，単に職場を体験するの
みならず,震災学習や産業体験，地域住民との交流を活かした交流プログラムの一環として実施し,さらに
は，インターン生が南三陸町をＰＲする役割を担うことで長期的な交流を視野にいれている点で，過去に例
がなく，先進的・モデル的事業であると言える。
　また,震災によって人口が急激に減少している南三陸町にとって,国外からのインターン生を受入れ,同時に
地域住民をも交流プログラムに参加させることで,にぎわいのあるまちづくりを目指しているという点におい
て,緊急性・必要性が高い事業であると言える。
　さらに，宮城の将来ビジョンの取組「地域が潤う，訪れてよしの観光王国みやぎの実現」や宮城県震災復
興計画における「国内外からの観光客誘致」等に合致しており，県の政策との整合性も図られている。
　以上のことから，本事業は市町村提案事業の主旨に合致した事業と認められる。
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